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経理における典型的な課題
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1.経理における典型的な課題①
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経理財務部においては、コロナ渦およびコロナによる不況において、今まで以上に多くの課題に取り組む必要が出てき
ており、会社の基幹業務を担う経理財務部⾨にとどまらず、全社的な課題であるのが特徴です。

リモートワークの実現
基幹業務を⾏う経理財務の
メンバーを守りたい。
集団感染すると会社のリスク、
対策しないと離職者UPと調査
結果（FNN）

派遣法改正でコストUP
2020年4⽉の改正で
退職⾦と通勤費が必要に
なり実費が社員と同等に
なり、費⽤が2割UP。

進まぬEDIとデジタル化
取引先も⾃社のERPや販売管理
システムがあるのでデジタル化
ソリューションは普及は世界的
にも2割⽌まり。



1.経理における典型的な課題②
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まさかの⼆重払い
コロナ渦のリモートワークの
影響で、4社に1社が同じ⽉に、
同⼀取引先に2重払いを経験。
（CFO協会調査）

派遣の質の低下
派遣法が改正されて、
3年に1度新しい職場に異動
することにより、仕訳などを
覚える前に異動するため品質
が低下。

業務効率化・コスト削減圧⼒
コロナ世界⼤恐慌に備えて、経
理財務部⾨の業務効率化とコス
ト削減を⾏い筋⾁質の組織へ変
⾰が必須。



わたしたちのビジョン
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「経理、その先へ」
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1.わたしたちのビジョン

Remota AIが、業務効率化とリモートワークを加速し
現場部⾨にも便利で、早い会計を実現することで、
社会に貢献します。

Remotaは、経理の味⽅のAIです。

経理財務×ＡＩ



経理財務の仕事の変遷
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経理財務部では、コンピューターの時代に⼤きな業務の効率化を実現した。
2030年に向けてAIをアシスタントとして活⽤する時代が到来しつつあります。

紙の時代
PL・BSも⼿計算の時代

コンピューターの時代
ヒトがExcelやERPを使って、
業務を効率化

AIの時代
ヒトとAIが協業する時代
AIをアシスタントとして活⽤し
業務効率化を実化
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デジタル化の3段階の進化

（引⽤）アビームコンサルティング 安部プリンシパル「デジタル化とは」



①情報のデジタル化︓請求書の電⼦化の変遷
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⽇本において、紙の請求書をやり取りするのが⽇本の経理⽂化の常識であった。2020年から⽇本においても新型コロ
ナウイルスによってリモートワークを取ったため、PDFメールによるやり取りが⼀気に拡がった。スキャンが不要にな
るため⽀払業務の効率化のチャンスになっている。この3つが混在する10年になる。

紙の請求書
2019年までは紙が主流の
処理⽅法でした。

PDFメールの請求書
コロナ渦により2020年から
PDFメールでの請求書が
⼀気に拡⼤しました。

電⼦の請求書
2023年10⽉からPEPPOL形式
の電⼦化が10年かけ普及すると
予想されています。



② デジタル情報の活⽤︓Remotaが⽀援する業務
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業務効率化のためのERPだったはずが、気がつけば、経理財務部だけでなく全社的に、ERPのための仕事が増えてしま
った。ERPの前の仕事を業務効率化する経理特化型のAIで、戦略経理を実現します。

⼊⼒業務
経費精算の⼊⼒、購買伝票や
⽀払伝票の⼊⼒、固定資産や
リースの登録

照合作業
経費精算の照合業務
⽀払先の⼝座や⽀払⾦
の照合作業

⾯倒なシステム操作
マスターのメンテナンス
システム間の連携
ERPでの処理
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③Remotaが実現する経理財務の未来と変⾰

既存の経理財務部⾨の業務は、⼊⼒作業、確認・承認作業に膨⼤な労⼒を割いています。ERPへの⼊⼒
作業、確認・承認作業を⾃動化することで、戦略経理や報告資料に注⼒して頂ける環境を創出します。

Before After



FAのソリューション
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1.経理特化型AIで実現する３つの業務改⾰
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(1)領収書・請求書の
起票の⾃動化
経費精算の領収書
および、⽀払業務の

請求書の起票を⾃動化します。

(2)領収書の照合⾃動化
経理特化型のAIとRPAを使うことで、
従業員の申請内容とAIが読み取った
内容で照合し、経費精算突合業務を

⾃動化します。

(3)請求書の照合⾃動化
現場で起票された内容と、請求書の
内容が正しいか、経理特化型AIで照
合を⾏い業務の⾃動化を実現します。

OCR機能

読取りの確認機能

仕訳

⼊⼒の⾼速化

業務効率化

効果

⾦額の照合

取引先の⼝座を照合

押印の確認

効果

照合作業の7割削減

⼈的ミスの削減

⾦額・⽇付の照合

取引先の照合

不正牽制

効果

照合作業の7割削減

⼈的ミスの削減



2.ユースケース①起票の⾃動化
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拡張⼦を判断

JPEG変換API

領収書Robota

請求書Robota

振分Robota

領収書・請求書の判断がされそれぞれの
Robotaへ

リクエスト

お客様システム

処理結果レスポンス



2.ユースケース②経費精算の台紙照合の⾃動化
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台紙付領収書

領収書Robota

台紙切取
Robota

台紙から切り取りを⾏い領収書Robotaへ

リクエスト

お客様システム

処理結果レスポンス



2.ユースケース④請求書の照合の⾃動化
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■ 経理特化型AIのRemotaの活⽤により、請求書⽀払業務の照合作業の効率化が可能となる。

本ソリューション
のポイント

• 請求書のPDFファイルをメール転送するだけで、AI-OCRが請求書を⾃動読み取り
• 合計⾦額の整合性確認や取引先マスタの⼝座情報との照合等の簡易なチェックを⾃動化
• 請求書に記載された情報から勘定科⽬を特定（個社ごとの個別学習が必要）
• APIまたは連携⽤インポートCSVファイルで後続のERPシステムと⾃動連携

請求書
受領と起票

プ
ロ
セ
ス

請求書
メール転送

請求書の照合作業の⾃動化

AI OCR 仕訳AI

ERP
⼊⼒

イ
メ
ー
ジ

取引先から請求書
をPDFで受領

請求書のPDFファ
イルをRemotaにメ
ール転送

請求書情報を
テキスト化

合計⾦額や⼝座
情報の確認
勘定科⽬特定

APIまたはCSVの
アップロードによ
りERPに⾃動連携

作業⼯数の70%〜80%を⾃動化

結果確認AIが確認

勘定科⽬を特定



プラット
フォーム

3. AIサービスの種類
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AI OCR

■領収書 Robota

■請求書 Robota

■通帳 Robota

仕訳 AI

■仕訳 Robota

確認 AI

■確認Robota
①⾦額
②⼝座情報

前処理 AI

■振分 Robota

■台紙切取Robota

■メール受付機能 ■ box受付機能 ■修正UI



4. 他社AI-OCRとの差別化

明細の取得

場所の⾃動取得に
より帳票定義が不要

AI-OCRの精度

前処理AIによる
前処理の⾃動化

仕訳AIによる
仕訳作業の⾃動化

確認AIによる
確認作業の⾃動化

3.AI-OCRの精度

6.確認作業

2.場所の⾃動取得

4.明細の取得

❶

❷

❸

❹

❺

❻

6.確認作業



5.FAのソリューション
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会計システム
ERPシステム

AI Robotaシリーズ

■ Robotaとは、AIエンジン部分を提供するAPI（Apprication Program Interface)サービスです。 Robotaシリーズは
請求書読取り・領収書読取り・台紙切り取り・仕訳などの単機能のAIエンジンの製品群です。

■ Remotaとは、複数のRobotaのAPIエンジンを組み合わせ、更に付加機能を組み込んだ会計の仕訳登録を⽀援する
ツールです。Box、メールによるデータ登録、取引先マスタ登録〜読取り結果確認/補正機能、重複チェック、OCR後
の読み取り項⽬チェック、ERP連携機能などがあり、それぞれの機能についてはカスタマイズ設定が可能になっています。



7.Remotaのシステムイメージ
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経理業務における導⼊実績
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4.ERP/会計SWでの実績



4.導⼊実績



4.ケーススタディ パーソルのシェアード
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5.会社概要

25

会社名 ファーストアカウンティング株式会社
設⽴ 2016年6⽉
資本⾦等 1,030,600,000円
所在地 〒105-0013 東京都港区浜松町1-6-15 VORT浜松町Ⅰ 3階
代表者 森 啓太郎
従業員数 90名
主要取引銀⾏ みずほ銀⾏、常陽銀⾏、きらぼし銀⾏
電話番号 03-6453-0970
URL https://www.fastaccounting.jp/
事業内容 AIによる会計⽀援業務

※2020年12⽉末現在

https://www.fastaccounting.jp/

